
市政 Topics
市が取り組む施策や事業を紹介します。

次期小林市総合計画策定に向け
第１回審議会を開催

　次期総合計画を調査・審議するための「小
林市総合計画等審議会」の第１回会議を６月
９日に中央公民館で行いました。市長から審
議会委員20人に委嘱状を交付。会長には倉

く ら た

田
富
と み お

夫委員、副会長には渡
わたなべ

邊布
ふ み こ

美子委員が選任
されました。また、同日付で市長から審議会
に「第２次小林市総合計画について」の諮問
書が手渡されました。会議では、次期総合計
画の策定方針、策定体制、策定スケジュール、
計画の体系（案）や市民ワークショップの開
催などの説明が事務局からされた後、内容に
ついて審議されました。審議会では、２月ま
でに全８回の開催の中で、市が進むべきまち
づくりの指針などについて議論していきます。

　５月28日、29日、東京立川で開催された巨
大フードフェス「まんパク」に参加しました。
ふるさと納税、移住や観光をPRしたほか、畜
産農家、JAこばやし、JA宮崎経済連、ミヤ
チクと連携し、市産の宮崎牛とミネラルウォー
ターを販売。畜産技術の高さや恵まれた自然
環境などを発信しました。

東京の食イベントに出店
宮崎牛や豊富な湧水を PR

協働できる総合計画を目指します

列をなす小林市ブース。ふるさと納税や、宮崎牛の生産基地
となっている背景を紹介したポスターなども掲示しました
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中心拠点機能の強化のため
地域・観光交流センター（仮称）建設

　市は、旧小林駅舎に「地域・観光交流センター
（仮称）」を建設します。施設には、観光協会
や観光案内所、宮崎交通バス営業所のほか、公
共的に利用できる研修室や展示場などの機能
を備えます。10月に旧駅舎を解体し、11月中
旬に着工。来年 6月末に完成の予定です。

こばやし名水夏まつり 2016

Pickup Event

第 39 回小林市すき納涼花火大会

　名水カーリングや名水流しなどのゲーム、3
× 3（バスケ）、熊本復興チャリティーなどを
行います。なお、駅南は 14時 30分～ 22時、
駅北は15時 30分～ 22時まで交通規制となっ
ています。また、少雨決行・荒天中止となり
ます。

日時／ 8 月 6 日（土曜）　
　　　16 時～ 21 時
場所／ 小林駅周辺、ふれあ
　　　 い広場、駅南公園

小林の宝、名水に親しむイベント須木の山々にこだまする 7000 発の花火

　当日は、周辺駐車場か
ら無料のシャトルバスを
運行していますのでご利
用ください。また、雨天時は、20 日に延期
となります。
●問＝すき商工会（℡48‐2459）

日時／８月 13 日（土）
時間／イベント：18 時～
　　　花火：20 時～
場所／須木中グラウンド 

8/13 8/6
フードフェス「まんパク」に出店

11 月に着工、来年 6 月末に完成予定

サッカー　女子審判員
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だ
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き月

さ
ん
（
20
歳
）。

細
野
出
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で
、
女
子
と
し
て
は

県
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で
２
人
し
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な
い
サ
ッ

カ
ー
審
判
員
資
格
２
級
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判
員
で
す
。
仕
事
を
す
る
傍

ら
、
６
月
に
開
催
さ
れ
た
高
校

総
体
女
子
決
勝
戦
で
主
審
を
務

め
る
な
ど
、活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

小
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現
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６月４日、雨の中開催され
た県高校総体女子サッカー
決勝戦。日高さんの父和朗
さんも副審を務めました。
試合中のジャッジや動きに
ついて、父からアドバイス
を受ける場面も。

小林にゆかりのある「がんばる若者」を紹介！

小林
の

わけ
もん
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地方税の徴収率向上を目指し
県と西諸２市１町で協定締結

県、西諸２市１町の 24 人が人事交流
　６月１日、宮崎県と西諸２市１町が、税務
職員の併任人事交流に関する協定を締結しま
した。地方税の収入確保と県、市町村職員の
徴収技術向上を図ることが目的。県６人、小
林市７人、えびの市８人、高原町３人の計
24 人が辞令を受け、今後、相互に職員を派
遣し、徴収率の向上を目指します。


